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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 32, 19-21 April 2011 

 

初期評価プロファイル（SIAP） 

 

C1 -13 一級アミン 

 

化学品カテゴリー C1-13 一級アミン 

カテゴリーメンバー： 

CAS 登録番号、化学物質名 

74-89-5 メチルアミン

75-04-7  エチルアミン 

75-31-0  イソプロピルアミン 

109-73-9  ブチルアミン 

13952-84-6 sec －ブチルアミン 
75-64-9  tert －ブチルアミン 

111-86-4  オクチルアミン 

104-75-6  2－エチルヘキシルアミン 

5332-73-0 3－メトキシプロピルアミン 

1761-71-3 4,4’－メチレンビス（シクロヘキシルアミン） 
78-96-6     1－アミノ－2－プロパノール 

  

構造式 メチルアミン CH3-NH2 

 エチルアミン 

 イソプロピルアミン 

 

 ブチルアミン 

 

 
 
sec －ブチルアミン 
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 tert －ブチルアミン 

 
 オクチルアミン 

 

 2－エチルヘキシルアミン 

 3－メトキシプロピル 
アミン 

 

 4,4'－メチレンビス 
（シクロヘキシルアミン） 

 

 1－アミノ－2－ 

プロパノール 

 

 

SIAR結論の要旨 

 

カテゴリーの理論的根拠 

C1-C13* 一級アミンカテゴリーは、上記のとおり、11個のスポンサー物質に限定されている。C12-C16** 

一級脂肪族アミンは、除外されている。 

JETOC注：*原文には「C10-C13」とあるが、正しくは「C1-C13」と思われるため、本文中の全ての「C10-C13」

を「C1-C13」に置き換えた。 

：**原文には「C12-C16」とあるが、正しくは「C14-16」と思われる。 
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C1-C13 一級アミンカテゴリーは、単一及び一級アミノ基R-NH2（Rは直鎖、分枝鎖又は脂環である）を

持つ構造によって表される；アルキル基は、アミノ基と反応しない、又は実質的にアミノ基の性質に影響を

与えない原子又は置換基を含む。窒素上の非結合型電子対を共有する傾向は、基としてのアミンの化学的挙

動に基づく。 

 

C1-C13 一級アミンカテゴリーメンバーは、構造的に類似しており、物理化学的性質、及び生態毒性にお

ける傾向を示し、また、類似の毒性学的性質を示す。このカテゴリーは以下のとおりに定義される： 

・直鎖状、分枝状又は環状の脂肪族有機置換基のみを含む構造； 

・低分子量脂肪族アミンとしてこれらの一級アミンを分類する、約30から250ダルトンまでの分子量； 

・分子骨格中の原子数の増加から成る当該グループにわたる漸進的な構造変化；中程度の分枝は許容され

る。その変化は、9.86から10.87までの狭い範囲内にあるpKa値の一貫性によって証明されるアミン部分

の物理化学的特性を大きく変化させない元素の追加に限定される。 

 

観察された腐食性は、多くの場合において急性毒性を含む一級アミンの全身毒性を凌駕する；既知の急性

経口及び経皮影響は、一般的にアルカリ性と関連しており、当該カテゴリーの一般的な特徴であると予想さ

れる。哺乳動物毒性についての構造活性類似性及び水性毒性エンドポイントについて示された構造活性相関

（SAR）は、当該カテゴリーを支持する。 

 

一般的に、C1-C13 一級アミンカテゴリーメンバーは、代謝においては同等と考えられる。 

しかしながら、それら自体のデータがエンドポイントをカバーするために利用できる既知の例外がある（構

造の違いにより、メチルアミン、tert －ブチルアミンは当該カテゴリーの他の物質と異なる経路によって代

謝される可能性がある）。読み取り法アプローチは、個々の物質に関してデータが利用できない哺乳動物毒性

エンドポイントに対処するために用いられている（以下の表に示されているように）。 

 

生態毒性については、個別の化学物質に関する十分なデータが利用できたため、読み取り法アプローチは、

用いられなかった。 

 

物質 皮膚刺激性 眼刺激性 皮膚感作性 反復投与毒性
受胎能への

影響 
発生毒性 

遺伝毒性

(染色体異常)

メチルアミン X 読み取り法 読み取り法 X X X X 

エチルアミン X X 読み取り法 X X 読み取り法 読み取り法

イソプロピル 
アミン 

X X X X X X 読み取り法

ブチルアミン X X X X 読み取り法 X X 

sec －ブチル 
アミン 

X 読み取り法 読み取り法 読み取り法 読み取り法 読み取り法 読み取り法

tert －ブチル 
アミン 

X X 読み取り法 X X 読み取り法 読み取り法

オクチル 
アミン 

X X X X X X X 

2－エチル 
ヘキシルアミン 

X X 読み取り法 読み取り法 読み取り法 読み取り法 読み取り法

3－メトキシ 
プロピルアミン 

X 読み取り法 X X X X X 
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物質 皮膚刺激性 眼刺激性 皮膚感作性 反復投与毒性
受胎能への

影響 
発生毒性 

遺伝毒性

(染色体異常)

4,4'－メチレンビ

ス（シクロヘキシ

ルアミン） 
読み取り法 X 読み取り法 X X X X 

1－アミノ－2－ 
プロパノール 

X X X X X X X 

X = データ利用可能 

 

カテゴリーアプローチを用いて、試験されているメンバーから、利用できるデータのないメンバーに対し

て読み取り法が実施された。発生毒性に関するデータがあるそれらの物質に関し、吸入では陰性であったが、

塩酸塩として経口（胃管強制）経路により投与された場合は陽性であったブチルアミンを例外として、そ

の結果は、影響のないことを示した。予防的アプローチを取り入れ、経口（胃管強制）経路によって投与

された場合、発生毒性データのないそれら全てのカテゴリーメンバーは、発生毒性物質としての可能性が

あるとみなされる。 

 

一部の例においては、腐食性の作用機序による胃管強制投与後の消化管への損傷を避けるため、被験物質

は、それらのアミン塩であった。当該塩の試験は、刺激性又は腐食性といった局所影響により引き起こされ

る症状と以下の全身毒性による症状とを区別することができる： 

 

物質 反復投与毒性 受胎能への影響 発生毒性 

メチルアミン 
塩酸塩(CAS no 593-57-1) 

として試験 
塩酸塩(CAS no 593-57-1) 

として試験 
塩酸塩(CAS no 593-57-1) 

として試験 

オクチルアミン 
塩酸塩(CAS no 142-95-0) 

として試験 
塩酸塩(CAS no 142-95-0) 

として試験 
塩酸塩(CAS no 142-95-0) 

として試験 
3－メトキシ 

プロピルアミン 
塩酸塩(CAS no 18600-41-4) 

として試験 
塩酸塩(CAS no 18600-41-4)

として試験 
塩酸塩(CAS no 18600-41-4)

として試験 
1－アミノ－2－プ

ロパノール 
塩酸塩(CAS no 7780-04-3) 

として試験 
塩酸塩(CAS no 7780-04-3) 

として試験 
塩酸塩(CAS no 7780-04-3) 

として試験 

 

物理－化学的特性 

本物質は、測定融点が－104 ℃（sec －ブチルアミン）から1 ℃（1－アミノ－2－プロパノール）までの

範囲を有する気体（メチルアミン及びエチルアミンのみ）又は液体である。測定沸点は、1,013 hPaで－6.5 ℃

（メチルアミン）から159 ℃（1,013 hPa;1－アミノ－2－プロパノール）までの範囲にある。測定及び推定

蒸気圧は、25 ℃で0.63 hPa（1－アミノ－2－プロパノール）から20 ℃で3,140 hPa（メチルアミン）まで

の範囲にある。水溶解度は、構造とよく相関している；長鎖又は環状の機能性は、より低い水溶解度を示す。

水溶解度は、混和性（1,000 g/L）のメチルアミン、エチルアミン及び1－アミノ－2－プロパノールからオク

チルアミンの0.2 g/Lまでの範囲にある。log Kowの測定データは、2－エチルヘキシルアミン及び3－メトキ

シプロピルアミンを除く全てメンバーについて利用できる；モデリングがこのエンドポイントを満たすため

に用いられた。このカテゴリーメンバーのlog Kowは<3であり、そして提示がある場合、通常、pHは調整さ

れていなかった。pKa値は、9.87及び10.8の間の測定及び推定値であり、当該一級アミンにおいて類似してい

る。 

 

ヒト健康 

トキシコキネティクス 
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C1-C13 一級アミンは、約6個の炭素原子の鎖長までが皮膚を通して吸収される可能性がある。荷電型は、

生物学的膜通過による吸収を阻害し、そしてまた当該物質の腐食性が、吸収に影響を与える可能性がある。

希釈溶液、エアロゾル及び蒸気への経皮ばく露は、皮膚が自然に持つ酸性度を超える十分な塩基能力がな

い可能性があり、また、これらの分子のうちのわずかな分子のみが非荷電型遊離塩基として存在する。当

該分子の大多数が皮膚上に遊離塩基として存在する状況において、その個人は化学的熱傷を負うこととな

る。消化管のpHでは、ごくわずかの、非イオン化化合物が吸収されることになる。吸入後、C1-C13 一級

アミンは、上気道における溶解によって除かれ、飲み込まれる。肺深部に達する蒸気又は粒子は、主に吸

収がいくらか緩やかとなると思われる荷電型であり、そして肺胞及び細気管支組織によるこれらC1-C13 

一級アミンの局所代謝の一因となる。C1-C13 一級アミンの主な代謝経路は、酸化、抱合、及び解毒及び

排泄に導く他の酵素触媒反応を含む様々な過程を含む。さらに、N－アセチル化は起こり得るが、脂肪族ア

ミンの代謝において非常に少数の経路である。メチレン基よりもメチル基と結合するアミノ基を持つメチ

ルアミンは、モノアミンオキシダーゼの基質とはならない。メチルアミンの一部は呼気及び尿中にそのま

ま排泄されるが、相当量は酸化されて二酸化炭素となることを、薬物動態学的試験は示した。tert －ブチ

ルアミンについての代謝経路は特定されていないものの、その構造に基づき、tert －ブチルアミンは、カ

テゴリーの他メンバーとは異なる代謝経路を持つ事が予想される。 

 

C1-C13 一級アミンに関するヒト健康影響のデータが利用できる。いくつかの例においては（反復投与

毒性及び生殖毒性）、腐食性の作用機序による胃管強制投与後の消化管損傷を避けるため、被験物質は、そ

れらのアミン塩であった。また当該塩の試験は、刺激性又は腐食性といった局所影響により引き起こされ

る症状と全身毒性による症状とを区別する能力を提供する。 

 

急性毒性 

sec －ブチルアミン、3－メトキシプロピルアミン及び4,4’－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）を除

くすべてのメンバーについて、急性吸入毒性試験が利用できる。4時間の蒸気LC50値（ラット）は、<1,548 

mg/m3（2－エチルヘキシルアミン）から9,800 mg/m3（雄、エチルアミン）までの範囲にある。眼及び吸

入刺激性、呼吸困難及び肺損傷といった一般的に重篤な局所影響と、臨床徴候及び肉眼的剖検所見は一致

していた；2,460 mg/m3の1－アミノ－2－プロパノールへ6時間ばく露した後、刺激性についての類似の影

響はみられなかった。ほとんどのケースにおいてみられた影響は、試験された物質の腐食性の性質により

非常に重篤であった。メチルアミン、tert －ブチルアミン、 

2－エチルヘキシルアミン及び1－アミノ－2－プロパノールを除くすべてメンバーについて、経皮LD50値

（ラット又はウサギ）が利用できる。経皮LD50値（24時間の閉塞接触）は、およそ200 mg/kg bw（sec －

ブチル及びオクチルアミン）から2,000 mg/kg bw（3－メトキシプロピルアミン）までの範囲であった。適

用部位における重篤な皮膚の壊死が、ほとんどの試験において記載されていた。重篤な皮膚の壊死を含む

類似の結果が、構造類似性に基づく全ての物質について予想される。ラットにおける急性経口LD50値は、

122 mg/kg bw（イソプロピルアミン）と約2,813 mg/kg bw（1－アミノ－2－プロパノール）の範囲にある。

急性経口試験において、死亡のほとんどは1日目に起きた；臨床徴候は、通常、流涎、呼吸異常、口－鼻周

囲の汚れ、排便量減少、下痢、尿量増加、立毛、活動量の低下、痙攣、運動失調、粗被毛、尿着色及び脱

水を含んだ。いくつかの試験の肉眼的剖検において、消化管における接触部位への影響（刺激性）が記載

された。 
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刺激性 

4,4’－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）を除く全てのカテゴリーメンバーについて、信頼できる皮膚

刺激性試験が利用できる。試験された全てのカテゴリーメンバーは、皮膚に対して腐食性であった。4,4’－メ

チレンビス（シクロヘキシルアミン）を用いた利用可能な急性経皮毒性試験及び他のカテゴリーメンバーの

データに基づき、この物質も皮膚に対して腐食性があると考えられる。利用可能なデータ及び一般的に既知

のアルキルアミンの眼刺激性の可能性に基づき、本カテゴリーにおける全てのアミンは、眼に対して腐食性

であると予想される。C1-C13 一級アミンは、ヒトの気道に刺激性があることが知られている；裏付けする

動物のデータがこの所見を確認付けている。 

 

感作性 

イソプロピルアミン、ブチルアミン、オクチルアミン、3－メトキシプロピルアミン又は1－アミノ－2－プロ

パノールに関する動物試験において、試験された濃度では陽性の感作性結果の証拠はなかった。メチルアミ

ン、エチルアミン、sec －ブチルアミン、tert －ブチルアミン、2－エチルヘキシルアミン、4,4’－メチレ

ンビス（シクロヘキシルアミン）に関するデータはなかった；皮膚感作性が同じようにないことがこれら

の物質に関しても予想される。 

 

反復投与毒性 

局所影響（気道及び粘膜への刺激性）が、反復吸入ばく露（メチルアミン、エチルアミン、イソプロピ

ルアミン、及びtert －ブチルアミン）後の主要な影響である。これは、10日間にわたるメチルアミン96 

mg/m3、又は13週間にわたるtert －ブチルアミン200 mg/m3、及びエチルアミンとイソプロピルアミンの

より高い濃度へのばく露を受けたラットにおいて生じた。200 mg/m3でのtert －ブチルアミンの反復投与

吸入後において、全身影響（臨床化学パラメータにおける変化）が記載された。ラットにおける経口NOAEL

は、4,4’－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）に関しては15 mg/kg bw/day、メチルアミン塩酸塩（CAS 

No. 593-51-1）として500 mg/kg bw/day；オクチルアミンに関しては100 mg/kg bw（塩酸塩；CAS No 

142-95-0）、1－アミノ－2－プロパノールに関しては300 mg/kg bw/d（塩酸塩；CAS No. 7780-04-3）、及

び3－メトキシプロピルアミン1,000 mg/kg bw/day（雌）（塩酸塩；CAS No. 18600-41-4）であった。これ

らの試験においてみられた影響は、4,4’－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）による様々な器官におけ

る組織病理学的所見と同様に、体重、体重増加量及び摂餌量の低下；及び／又は血液、尿及び臨床化学パ

ラメータにおける変化を含んだ。反復ばく露後の同様の影響が、残りメンバー（sec －ブチルアミン、ブチ

ルアミン及び2－ヘキシルアミン）についても予想される。読み取り法が適用されたそれらのカテゴリーメ

ンバーについて、最も低いNOAEC/NOAEL量が用いられる。 

 

遺伝毒性 

全てのカテゴリーメンバーはAmes試験について試験され、そして1－アミノ－2－プロパノールを除き、変

異原性の可能性の証拠は検出されなかった。1－アミノ－2－プロパノールは、活性条件下のサルモネラ

TA1535を用いた1つの細菌変異原性試験において陽性を示した；第2の細菌変異原性試験では陰性であった。

マウスリンフォーマ試験において評価された5つの化合物のうち、メチルアミンを除く全てが陰性であった。

メチルアミンを含むこれらの5つの化合物のうちの4つが、げっ歯類における小核試験で検査され、そして染

色体異常誘発活性のいずれの証拠も示さなかった。1－アミノ－2－プロパノールは哺乳動物遺伝子変異試験

及びin vitro染色体異常試験において陰性であった。4,4’－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）は、2つの
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in vivo小核試験において陰性であった。第3の（方法論的に限界のある）小核試験は陽性であった；染色体異

常誘発に関するデータはこの物質については疑わしい。証拠の重み付けは、本カテゴリーメンバーは変異原

性ではないことを示す。 

 

発がん性 

C1-C13 一級アミンに関する発がん性のデータはなかった。 

 

生殖毒性 

受胎能への影響 

本カテゴリーの8つのメンバーについて、吸入又は経口（胃管強制）ばく露後、生殖毒性が直接調べられて

いる。オクチルアミン、3－メトキシプロピルアミン又は1－アミノ－2－プロパノールについて、経口（胃管

強制）ばく露後、生殖毒性の可能性は検出されなかった（それぞれ塩酸塩として試験された）。4,4’－メチレ

ンビス（シクロヘキシルアミン）は、親動物の全身毒性について他の徴候も示し、またラットにおける50 mg/kg 

bw/dayの経口投与でのOECD 422試験で、着床部位の数を減少させた。生殖又は全身毒性は15 mg/kg bw/day

では生じなかった。経口（胃管強制）OECD 422試験において、メチルアミン（塩酸塩として）は、有害な

生殖影響を1,000 mg/kg bw/dayで示し、その用量は親動物毒性でも明らかな徴候を引き起こした。全身及び

生殖毒性のNOAELは、500 mg/kg bw/dayであると考えられた。ラットを用いた一世代試験において、吸入

ばく露後、生殖毒性の可能性はイソプロピルアミンについて検出されなかった。生殖毒性は、反復投与吸入

試験の一部としても調査されている。24週間にわたる反復投与吸入試験において、エチルアミンは922 mg/m3

まで雌雄の生殖腺に有害な影響をもたらさなかった。13週間にわたる反復投与吸入試験において、tert －ブ

チルアミンは2,000 mg/m3まで精巣に有害な影響を引き起こさなかった。生殖毒性について試験されていない

物質（ブチルアミン、sec －ブチルアミン、及び2－エチルヘキシルアミン＊）は、他のカテゴリーメンバーの

読み取り法に基づき、生殖毒性物質であるとは予想されない。 

JETOC注：*原文には「hexylamine, 2-ethylhexyl」とあるが、正しくは「hexylamine, 2-ethyl」と思わ

れる。 

 

発生毒性 

ラットにおける吸入及び経口（胃管強制）ばく露後、発生毒性が調査されている。吸入試験は、イソプロ

ピルアミンがラットにおいて母動物毒性を示した試験濃度で胎児毒性を示さないことを明らかにした；吸入

経路によるブチルアミンの投与は、試験された最低濃度の50 mg/m3でさえ母動物の顕著な気道（進入口）刺

激性と関連があったが、一方で、胎児への影響は試験された最高濃度450 mg/m3で観察されなかった。妊娠

中のメチルアミン、オクチルアミン、3－メトキシプロピルアミン及び1－アミノ－2－プロパノール（それぞ

れ塩酸塩で試験された）又は4,4’－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）への反復経口ばく露を含むラット

の試験は、発生毒性の可能性の証拠を特定しなかった。ブチルアミン（塩酸塩（CAS No. 3858-78-4）で試験

された）は、母動物に明らかな毒性を示さなかった400 mg/kg bw/dayの経口胃管強制投与でラットに胎児奇

形をもたらした。妊娠中のイソプロピルア 

ミン又はブチルアミンへの反復吸入ばく露を含むラットの試験は、発生毒性の可能性の証拠を特定しなかっ

た。したがって、報告されたブチルアミン（塩酸塩として）の発生影響は、経口ばく露後でのみ生じる経路

特異性が予想される。発生毒性に関するデータがあるこれらの物質について、その結果は、経口（胃管強制）

により塩酸塩として投与された場合は陽性だが、吸入の場合は陰性であるブチルアミンを除き、影響がない
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ことを示す。予防的アプローチを取り入れ、エチルアミン、sec －ブチルアミン、tert －ブチルアミン及び2

－エチルヘキシルアミンは、経口（胃管強制）経路による投与の場合、発生毒性物質の可能性があるとみな

される。 

 

C1-C13 一級アミンは、ヒトの健康有害性（急性毒性、刺激性／腐食性）を示す特性を有する。4,4’－メチレン

ビス（シクロヘキシルアミン）（経口胃管強制）及びtert －ブチルアミン（吸入）は、ヒトの健康への追加の

有害特性の可能性（反復投与毒性）があり得る。ブチルアミンは、ヒトの健康への追加の有害特性の可能性

（経口経路によってその塩で試験された場合、発生に影響）があり得る；読み取り法に基づき、エチルアミ

ン、sec －ブチルアミン、tert －ブチルアミン、及び、2－エチルヘキシルアミンもまた経口経路によって類

似の発生影響を引き起こす可能性がある。OECD HPV化学品プログラムの目的のために、ヒト健康の有害性

を特徴付けるのに適切なスクリーニングレベルのデータが利用可能である。 

 

環境 

ほとんどの脂肪族アミンは、その分子が加水分解に対して感受性の高い官能基を含んでいないため、加水

分解に対して安定であると考えられる。Tert －ブチルアミンは、50℃、pH 4、7、9において125時間まで、

加水分解に対して耐性を示す（OECD TG 111）。水溶液中において、全ての単純なアルキルアミンは、ア

ンモニウムイオンを形成する性質を共有している。これは、水からプロトンを獲得し、水溶液のpHを上昇

させる水酸化イオンを形成させるアミン窒素上の自由電子対の能力による。推定pKa値>9.5は、C1-C13 一

級アミンが環境中（対応するpH 5.0 – 9.0）において、主にカチオンとして存在するであろうことを示す。

しかしながら、EPIWINモデリングプログラムは、非荷電型におけるC1-C13 一級アミンに対する環境運

命エンドポイントを予測する。 

 

大気中では、ヒドロキシラジカルとの反応による間接的光－酸化が半減期＜1日で生じると予測される。

C1-C13 一級アミンについて、大気、水及び土壌に等しく分配された場合、ほとんどのアミンについて、

当該物質は水コンパートメントに比べて土壌コンパートメントの方により分配され、；土壌への指向

（favored）分配は、C1-C13 一級アミンの分子量に比例して増加するとEPIWINフガシティーモデルレベ

ルIIIは予測する。大部分のC1-C13 一級アミンは、易生分解性である（メチルアミン、エチルアミン、イソ

プロピルアミン、ブチルアミン、sec －ブチルアミン、オクチルアミン、2－エチルヘキシルアミン及び1－

アミノ－2－プロパノール）。Tert －ブチルアミン、3－メトキシプロピルアミンは、易生分解性ではない；

しかしながら、それらは本質的に生分解性である。4,4’－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）は、28

日間で<10%の生分解を示し、易生分解性ではないと考えられる。EPIWIN v4.0におけるBCFBAFプログ

ラムv3.00で予測されるBCF値は、3.162 ～ 38.06の範囲にあり、それは低い生物濃縮性を有し、生物蓄積

性とは予想されない事を示している。1－アミノ－2－プロパノールに関する測定BCFは2.7-3.6であり、生

物蓄積性であるとは予想されないことを示している。 

 

以下の緩衝／非緩衝条件を用いた急性水性毒性試験結果が、C1-C13 一級アミンについて決定されてい

る（重要及び裏付け試験が示されている；裏付け試験は、pH影響を説明するために用いられている）。「推

定」値は、ECOSARプログラム（v1.00）によるものである。 
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魚類 

物質 種 LC50 
(96 hr; mg/L) 

注釈 
推定値(ECOSAR 

1.0) (96 hr, 
mg/L)8 

メチルアミン 

Brachydanio 
rerio 711 

pH 8.0; 設定/測定記載な

し 1 
210 

Leuciscus idus
16 48 hr; 非緩衝, 設定 

970 48 hr; 緩衝, 設定 

エチルアミン Pimephales 
promelas 227 

pH の記載なし; 設定/測
定記載なし 

155 

イソプロピルアミン Oncorhynchus 
mykiss 40 

100 mg/L で最大 pH 10.2 
2; 設定 

114 

ブチルアミン Pimephales 
promelas 268 緩衝 pH; 測定 64.5 

sec －ブチルアミン Leuciscus idus
>46 - <68 非緩衝 pH; 設定 

71.5 
>100 緩衝 pH; 設定 3 

tert －ブチルアミン Oncorhynchus 
mykiss 

28 (軟水); 
270 (硬水) 

pH の記載なし; 設定 75.3 

オクチルアミン Pimephales 
promelas 5.19 pH の記載なし; 測定 7.5 

2－エチルヘキシルアミン Leuciscus idus
> 46.4 - < 68.1 非緩衝; 設定 

8.3 
> 100 - < 500 緩衝; 設定 4 

3－メトキシプロピル 
アミン 

Leuciscus idus
148 非緩衝; 設定 

448 
>1,000 緩衝; 設定 5 

4,4'－メチレンビス 
（シクロヘキシルアミン） 

Leuciscus idus
67.8 非緩衝; 設定 

6.41 
>100 緩衝; 設定 6 

1－アミノ－2－ 
プロパノール 

Leuciscus idus
>215-<464 非緩衝; 設定 

1,102 
>1,000 緩衝; 設定 7 

1 試験法：ゼブラフィッシュ卵の発生は、8 細胞ステージから開始し 96 時間顕微的に観察された。 
2 pHは試験期間を通して平均化され、そして試験の終わりまで対照値の範囲内であった。 
3 100 mg/Lで影響なし 
4 100 mg/Lで影響なし（緩衝,設定）;500 mg/Lで100%の死亡率（緩衝,設定） 
5 1,000 mg/Lで影響なし（緩衝;設定） 
6 100 mg/L（緩衝,設定）:観察された死亡率:10 %（10匹中1匹） 
7 1,000 mg/Lで影響なし（緩衝;設定） 
8 使用されたECOSAR分類は脂肪族アミンであった;全ての予測された値は、適用領域内に入る。 

水生無脊椎動物 

物質 種 EC50 
(48 hr; mg/L)

注釈 
推定値(ECOSAR 

1.0) (48 hr, 
mg/L)11 

メチルアミン Daphnia magna 
163 非緩衝; 設定 

12.3 
702 緩衝; 設定 

エチルアミン Ceriodaphnia dubia 7.9 pH 8.0-9.0; 測定 10 

イソプロピルアミン Daphnia magna 47.4 非緩衝: 設定 9 8 

ブチルアミン Ceriodaphnia dubia 8.2 pH 7.8; 測定 5.1 

sec －ブチルアミン Daphnia magna 40 非緩衝; 設定 10 5.5 

tert －ブチルアミン ミジンコ － － 5.8 

オクチルアミン Daphnia magna 1.9 記載なし; 測定 0.89 

2－エチルヘキシルアミン ミジンコ － － 0.974 

3－メトキシプロピルアミン ミジンコ － － 27.2 
4,4'－メチレン（ビスシクロ 

ヘキシルアミン） 
Daphnia magna 6.84 

pH の記載なし; 設
定 

0.84 

1－アミノ－2－プロパノール Daphnia magna 109 非緩衝; 設定 57.47 
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9 より高い試験物質濃度で観察された影響は高いpHによる可能性がある（11.95まで）。 

10 より高い試験物質濃度で観察された影響は高いpHによる可能性がある（10.46まで）。 

11 使用されたECOSAR分類は、脂肪族アミンであった；全ての予測された値は適用領域内に入る。 

 

藻類 

物質 種 EC50 (72 hr; mg/L) 注釈 

推定値

(ECOSAR 
1.0) (96 hr, 

mg/L)12 

メチルアミン Pseudokirchnerella 
subcapitata 31 mg/L で 21% ErC50 

pH の記載なし; 範囲の 
記載なし; 測定 

2.25 

エチルアミン 緑藻類 － － 2.14 

イソプロピルアミン Desmodesmus 
subspicatus 18.9 ErC50; 4.13 yield pH 8.0-9.7; 設定 1.97 

ブチルアミン 緑藻類 － － 1.5 

sec －ブチルアミン Desmodesmus 
subspicatus 

0.520 (EyC50); 2.03 
(ErC50); 0.716 (EbC50) 

pH 8.0 – 10.0; 設定 1.6 

tert －ブチルアミン Pseudokirchnerella 
subcapitata 16 

96 hr; pH の記載なし;  
測定 

1.65 

オクチルアミン Desmodesmus 
subspicatus 0.23 (ErC50); 0.12 (EbC50) pH の記載なし; 設定 0.50 

2－エチルヘキシル 
アミン 

Desmodesmus 
subspicatus 10 (ErC50); 4.5 (EbC50) pH 7.4 – 8.0; 測定 0.53 

3－メトキシプロピル 
アミン 

緑藻類 － － 5.36 

4,4'－メチレンビス 
（シクロヘキシルアミン） 

Desmodesmus 
subspicatus 

141.42 - 200(ErC50 及び 
EbC50) 

pH の記載なし; 設定 0.54 

1－アミノ－2－ 
プロパノール 

Desmodesmus 
subspicatus 25.4 (EbC50); 32.7 (ErC50) pH 8.68 – 10.24; 設定 8.74 

12 使用されたECOSAR分類は、脂肪族アミンであった；全ての予測された値は適用領域内に入る。 

 

緩衝及び非緩衝試験溶液が並行して試験された場合に魚類を用いた試験で示されたたように、魚類に関す

る急性毒性試験で観察された影響は、より高い試験物質濃度でのpHの上昇に起因していると思われる。 

 

C1-C13 一級アミンは環境への有害性（< 1 ~ 100 mg/Lの急性水生毒性値）を示す特性を有する。 

易生分解性ではない4,4’－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）を除き、これらのC1-C13 一級アミンは、

易生分解性又は本質的に生分解性である。C1-C13 一級アミンは生物蓄積性ではない。OECD HPVプログラ

ムの目的のために、環境有害性を特徴付けるのに適切なスクリーニングレベルのデータが利用可能である。 

 

ばく露 

2007年の一級アミンの推定製造量（メトリックトン）が、米国及び全世界について提供されている。2007

年のデータが利用できなかった場合に、2003年のデータが提供されている。 

 

米国(2007) 世界(2007) 

メチルアミン 52,000 742,900 

エチルアミン 16,000 64,800 

イソプロピルアミン 43,000 95,800 

ブチルアミン 2,100 17,300 
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米国(2007) 世界(2007) 

sec －ブチルアミン 1,000- 2,000 (2003) 2,000 - 4,000 (2003) 

tert －ブチルアミン  0 10,600 

オクチルアミン  500 - 1,500 (2003) 1,000 - 3,000(2003) 

2－エチルヘキシルアミン  500 - 1,500 (2003) 1,000 - 3,000 (2003) 

3－メトキシプロピルアミン  0 - 6,000 (2003) 3,000 - 10,000 (2003) 

4,4'－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）  5,000 - 15,000 (2003) 15,000 - 30,000 (2003) 

1－アミノ－2－プロパノール  1,000 - 3,000 (2003) 3,000 - 6,000 (2003) 

 

一級アミンは、ハロゲン化アルキル又はアルコールとアンモニアの反応、ニトリル又はアミドの還元、又

はアルデヒドの還元的アミノ化を含む様々な方法において合成され得る。アンモニアとアルコールの反応は、

一級アミンの製造に関するほとんどの現在の工業用工程の基礎を形成している。モニタリングデータは利

用できない。ヒトの職業ばく露の最も起こり得る経路は、経皮接触又は吸入のどちらかである；これらの

材料のほとんどは、皮膚に強い刺激性又は腐食性であり、飛散する危険性がある場合には、適切な保護具

が必要とされる。さらに、これらの材料との直接接触による皮膚及び目の損傷の可能性を理解してもらう

ために、従業員への安全衛生訓練が提供される。グリホサートイソプロピルアミン塩を含む家庭用除草剤

を除き、直接的な消費者ばく露は知られていない。その塩型は非揮発性であるため、このばく露は主に経

皮となるであろう。製造中、これらの材料は閉鎖系において取り扱われる。これらの材料は、損失を最小

限にするために開放系よりむしろ閉鎖されたパイプ系で移動される。排水処理システムへ排出される工程

用水中に少量の損失があるかもしれない。公共下水処理場（POTW）又は工場の一次生物処理後の水への

材料の放出について、限定的な可能性がある。これらの材料の全ては、閉鎖されたタンク又は加圧式ボン

ベに貯蔵され、タンク貨車及びタンクローリーで輸送され、少量がドラム缶、加圧式ボンベ又は中容量コ

ンテナ（IBC）で輸送される。大気中への放出の可能性は、無水メチルアミンのある量から、より大きい分

子量のアミンの最低値までの範囲において、蒸気圧に応じて材料ごとに変化する。 

 

意図的な環境放出は、除草剤として使用されるグリホサートイソプロピルアミン塩に関して生じる。お

およそ1972年から1987年までの間、sec －ブチルアミンは、殺真菌剤として登録されており、したがって

環境への放出は許されていた。 
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